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〈平成27年2月1日現在〉

●人口 ……　 19,543人

　　　男 …
　　　女 …
●世帯数 … 7,388世帯

（前月比－13人）

（前月比－9世帯）

9,417人
10,126人
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神野自衛消防団・神野女性防火クラブ合同出初め式
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中
学
校
統
合
の
お
知
ら
せ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
問
題
、
歯
科
診
療
所
休
診

まんのう

中
学
校
統
合
の
お
知
ら
せ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
問
題
、
歯
科
診
療
所
休
診

　
１
月
17
日（
土
）、
栗
田
町
長
は
、
角
崎
巧

さ
ん（
高
知
工
科
大
学
　
工
学
博
士
）、
白
井

一
郎
さ
ん（
弁
護
士
）、
高
橋
満
さ
ん（
一
級
建

築
士
）、
山
内
弘
隆
さ
ん（
一
橋
大
学
大
学
院

教
授
　
内
閣
府
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
委
員
歴
任
）の
４

名
に
、 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
問
題
を
解
決
す
る
た
め
第
三

者
検
討
委
員
を
委
嘱
し
、
第
一
回
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
山
内
さ
ん
、
副

委
員
長
に
角
崎
さ
ん
を
選
任
し
、
３
月
末
ま

で
に
、
建
物
の
品
質
問
題
の
解
決
方
法
を
は

か
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
８

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
歯
科
診
療
所
が
公

設
民
営
化
に
よ
る
運
営
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
た
に
歯
科
医
師
の
木
村
年
秀
先
生
を
お

迎
え
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
歯
科
診
療
や

歯
科
疾
患
予
防
の
た
め
の
歯
科
保
健
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
４
月
２
日
か
ら
の
円
滑
な
診
療
に
向
け
て

準
備
期
間
を
設
け
、
左
記
の
期
間
は
休
診
と

な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
休
診
期
間

　
平
成
27
年
3
月
25
日（
水
）か
ら

　
4
月
1
日（
水
）ま
で

　
平
成
27
年
1
月
9
日
ま
ん
の
う
町
臨
時

議
会
に
お
い
て
琴
南
中
学
校
が
閉
校
と
な

る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
3
月
末
を
も
っ
て
琴
南
中
学

校
は
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
誠
に
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
は
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒

の
学
び
を
考
え
た
と
き
、
満
濃
中
学
校
と

の
統
合
を
や
む
を
得
な
い
と
判
断
い
た
し

ま
し
た
。

　
統
合
ま
で
の
間
、
現
在
校
生
へ
の
支

援
・
平
成
27
年
度
よ
り
満
濃
中
学
校
へ
の

遠
距
離
を
通
学
す
る
生
徒
へ
の
支
援
、
又
、

中
学
校
が
地
域
の
核
と
し
て
担
っ
て
き
た

役
割
を
ど
の
よ
う
な
形
で
継
続
す
べ
き
か

等
、
保
護
者
と
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を

伺
い
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
長
　
栗
田
　
隆
義

●
昭
和
46
年

・
8
月
…
美
合
中
学
校
・
造
田
中
学
校
のの

統
合
に
よ
り
琴
南
中
学
校
誕
生（
生
徒

数
3
3
8
名
）

●
平
成
18
年

・
3
月
…
三
町
合
併
（
生
徒
数
56
名
）

・
11
月
…
教
育
委
員
会
よ
り
満
濃
中
学
校

濃
中

整
備
時
に
統
合
の
必
要
（
意
見
報
告
）

●
平
成
25
年

・
3
月
…
満
濃
中
学
校
改
築
竣
工

●
平
成
26
年

・
4
月
…
全
校
生
徒
15
名
と
な
るるる

・
11
月
…
教
育
委
員
会
よ
り
満
濃
中
学
校

濃
中
学
校
学
校校校
学
校

へ
の
統
合
を
求
め
る
（
再
考
具
申
）

・
12
月
…
琴
南
小
学
校
六
年
生
宅
訪
問問

　
琴
南
地
区
連
合
自
治
会
（
意
見
表
明
）

意
見
表
明明明
）
明
）

表
明

　
琴
南
中
学
校
保
護
者
説
明
会
明
会会会会

説
明
会

　
琴
南
小
学
校
保
護
者
説
明
会会
明
会

　
琴
南
小
・
中
学
生
全
世
帯
に
通
知

に
通
知
通

●
平
成
27
年年

・
1
月
…
ま
ん
の
う
町
臨
時
議
会
に
て

町
臨
時

町
臨
時

て

の
う

会会
に

　
統
合
議
案
可
決

案案
可可可
案
可
決

【
問
い
合
わ
せ
先
】】

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

委
員

学

課

校
教教教
育
教
育
教

　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
８

33
）
０
１
００
８

● 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消

火
器
等
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

歯
科
診
療
所
か
ら
休
診
の

お
知
ら
せ

閉
校
の
議
決
に
至
る
経
過

閉
校
の
議
決
に
至
る
経
過

ま
ん
の
う
町
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
問
題

第
三
者
検
討
委
員
会
開
催

公開で行われた第１回委員会の様子

琴
南
中
学
校
と
満
濃
中
学
校
が

統
合
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
1
日
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▼
運
転
免
許
の
自
主
返
納
制
度
、
幼
児
３
人
乗
り
自
転
車
レ
ン
タ
ル

まんのう

　
６
歳
児
ま
で
の
幼
児
２
人
同
乗
に
よ
る
不

安
定
な
自
転
車
３
人
走
行
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
交
通
安
全
施
策
及
び
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
安
全
基
準
を
満
た
し
た

町
有
自
転
車
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
事
故
の

な
い
安
心
で
安
全
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

▼
レ
ン
タ
ル
期
間
　
１
年
間

▼
受
付
期
間
　
３
月
２
日（
月
）〜
16
日（
月
）

▼
受
付
窓
口
　
総
務
課

▼
利
用
料
金
　
保
険
料
１
，
０
０
０
円
程
度

▼
貸
出
の
対
象

幼
児
（
６
歳
未
満
）
が
２
名
以
上
い
る
世

帯
（
同
一
世
帯
に
１
台
ま
で
）

※
６
歳
以
上
は
道
路
交
通
法
（
第
5
7
条
第

２
項
）
に
よ
り
、
安
全
基
準
を
満
た
し
た

自
転
車
で
あ
っ
て
も
３
人
乗
り
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
貸
出
台
数
　
８
台

　
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
０

　
「
身
体
的
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に

自
覚
が
あ
る
な
ど
運
転
に
不
安
が
あ
る
方
」
、

「
運
転
を
続
け
る
こ
と
に
、
自
ら
の
安
全
と

道
路
交
通
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
い
う
不
安

の
あ
る
方
」
が
、
有
効
期
間
の
あ
る
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
で
き
る
制
度
で
す
。

　
運
転
者
ご
本
人
が
、
琴
平
警
察
署
又
は
免

許
セ
ン
タ
ー
で
「
運
転
免
許
取
消
申
請
書
」

を
作
成
の
う
え
、
運
転
免
許
証
を
提
出
す
る

こ
と
で
、
「
運
転
免
許
の
取
り
消
し
通
知

書
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）

・
琴
平
警
察
署

　
　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

・
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
10
時
〜
11
時
30
分
、
14
時
30
分
〜
16
時

　
自
主
返
納
さ
れ
た
方
は
、
免
許
証
同
様
に

身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
る
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は
即
日
、
警

察
署
で
は
２
回
来
署
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証

・
交
付
手
数
料

　
１
，
０
０
０
円
（
香
川
県
証
紙
）

・
印
鑑
（
警
察
署
で
手
続
き
さ
れ
る
場
合
、

２
回
目
の
来
署
時
）

・
警
察
署
で
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
は
「
証

明
写
真
」
１
枚
（
縦
３
セ
ン
チ
×
横
2.4
セ

ン
チ
）

　
「
運
転
免
許
経
歴
証
明
書
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
自
主
返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
が
、
香
川
県
の
定
め
た
優
遇
店
で
、

お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
優
遇

店
は
県
内
９
０
０
店
以
上
あ
り
、
交
通
機
関

や
小
売
店
な
ど
で
割
引
等
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。
優
遇
店
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
香
川
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
町
総
務
課
、
琴

平
警
察
署
等
に
あ
る
優
遇
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
町
で
も
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
、
交
通
安
全
施
策
の
一
環
と
し
て

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
）
及
び
路
線
バ
ス
（
琴
参
バ
ス

：

美
合

線
・
炭
所
線
）
の
共
通
パ
ス
券
（
免
許
を
返

納
し
た
月
の
残
日
数
と
翌
月
か
ら
起
算
の
12

ヶ
月
分
）
を
無
料
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
は
、
「
運
転
免
許
の
取
り
消
し
通
知

書
」
と
「
認
印
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
総
務

課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
利
用
登
録
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
企
画
政
策
課
で

の
登
録
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
運
転
免
許
の
自
主
返
納
支
援
に
よ
る
共
通

パ
ス
券
の
交
付
は
、
一
人
一
回
限
り
で
す
。

紛
失
し
た
場
合
で
も
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
免
許
返
納
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　
琴
平
警
察
署

　
蕁
０
８
７
７
（
7
5
）
０
１
１
０

【
優
遇
店
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　
香
川
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
蕁
０
８
７
（
８
３
２
）
３
２
３
０

【
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
優
遇
制
度
に
関
す
る

　
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
０

幼
児
3
人
乗
り
自
転
車

　
　
　
　
　
レ
ン
タ
ル
に
つ
い
て

幼児3人乗り自転車

ご

存

知

で

す

か

？
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予
防
接
種
、
成
人
歯
科
健
診

まんのう

　
３
月
１
日
〜
７
日
は
子
ど
も
予
防
接
種
週

間
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
日
本
医
師
会
、
日

本
小
児
科
医
会
及
び
厚
生
労
働
省
の
主
催
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
香
川
県
内
の
子
ど
も
予
防

接
種
週
間
実
施
医
療
機
関
（
香
川
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
予
防
接
種
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
予
防
接
種
を
受
け
や
す

い
体
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

母
子
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ま
だ
接
種

さ
れ
て
い
な
い
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
ま
た
は
直
接
医
療

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

麻
疹
・
風
疹
（
Ｍ
Ｒ
）
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

　
予
防
接
種
に
は
接
種
す
る
の
に
適
し
た
年

齢
が
あ
り
ま
す
。
定
期
接
種
で
は
接
種
を
行

う
年
齢
の
幅
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
範

囲
の
中
で
標
準
的
な
接
種
期
間
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
下
記
の
学
年
は
、
３
月
末
ま
で
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。
ま
だ
の
人
は
忘
れ
ず
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

Ｍ
Ｒ
2
期
接
種
対
象
児

　
　
　
…
幼
稚
園
年
長
児

　
　
　
　
　
平
成
20
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
21
年
4
月
1
日
生
ま
れ

※
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
予
診
票
は
平
成
26
年
３
月

末
に
郵
送
済
み
で
す
が
、
転
入
、
紛
失
な

ど
で
持
っ
て
い
な
い
場
合
や
ご
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
健
康
増
進
課
予
防
接
種
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
感
染
症
は

積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
乳
幼
児
が
か
か
る
病
気
で
最
も
多
い
の
が

感
染
症
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
、
か
か
る
と
命

の
危
険
や
重
い
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
る

感
染
症
か
ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
感
染
症
は

予
防
接
種
で
免
疫
を
つ
け
て
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

実
施
期
間
は
3
月
末
で
す

　
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を

予
防
し
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
26
年
10

月
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

予
防
接
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
接
種
対
象
者
は
、
ま
ん
の
う
町
に
住
所
の

あ
る
、
今
年
度
の
該
当
対
象
年
齢
の
方
で
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
証

明
書
が
送
付
さ
れ
（
左
記
参
照
）
、
か
つ
、

過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価

肺
炎
球
菌
筴
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）
を
接

種
し
て
い
な
い
方
で
す
。

　
平
成
26
年
度
の
対
象
者
の
方
に
は
、
平
成

26
年
９
月
に
、
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
象
者
証
明
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
10
月
以
降
に
ま
ん
の
う
町
に
転
入

し
た
方
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
増
進

課
予
防
接
種
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
医
療
機
関
に
お
け
る
歯
科
健
康

診
査
は
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
繋
が
り
ま

す
。
ま
だ
、
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
検
査
内
容

・
歯
周
疾
患
等
の
健
康
診
査
、
問
診

・
口
腔
内
診
査
（
歯
・
歯
周
組
織
の
状
況
、

唾
液
に
よ
る
歯
周
病
検
査
）

▼
対
象
者

　
今
年
度
中
に
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
を
迎
え

る
方

※
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
医
療
機
関

〈
ま
ん
の
う
町
内
〉

　
岩
山
歯
科
医
院
、
か
わ
む
ら
歯
科
医
院
、

　
平
田
歯
科
医
院
、
眞
室
歯
科
医
院
、

　
造
田
歯
科
診
療
所
、
美
合
歯
科
診
療
所

〈
琴
平
町
内
〉

　
う
つ
み
歯
科
医
院
、
香
川
歯
科
医
院
、

　
塩
田
歯
科
医
院
、
嶋
田
歯
科
医
院
、

　
前
田
歯
科
医
院

▼
持
参
物

ハ
ガ
キ
（
成
人
歯
科
健
康
診
査
受
診
票
）
、

健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳

▼
費
用
　
無
料

〈
注
意
事
項
〉

・
事
前
に
必
ず
実
施
医
療
機
関
に
電
話
等
で

受
診
日
を
予
約
し
て
下
さ
い
。

・
唾
液
検
査
が
あ
る
た
め
、
健
診
前
２
時
間

は
飲
食
（
水
は
除
く
）
を
避
け
て
下
さ
い
。

・
現
在
治
療
中
の
方
で
も
実
施
医
療
機
関
で

あ
れ
ば
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご
相

談
下
さ
い
。

感
染
症
か
ら
乳
幼
児
を
守
ろ
う
！

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
の
対
象
者
の
方
へ

平
成
２６
年
度

成
人
歯
科
健
康
診
査
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

高齢者肺炎球菌ワクチン接種対象者証明書

幼
稚
園
年
長
児
の
保
護
者
の
方
へ

子
ど
も
予
防
接
種

週
間
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】
健
康
増
進
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
６

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

まんのう

　
ま
ん
の
う
町
国
保
に
ご
加
入
の
方
へ
、
新

し
い
保
険
証
を
特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
世
帯
主
様
宛
て
に
届
き
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、
福
祉
保
険

課
、
支
所
へ
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分

で
責
任
を
も
っ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
70
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
が
お
持

ち
の
高
齢
受
給
者
証
は
、
記
載
内
容
に
変
更

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　
修
学
目
的
で
町
外
に
住
民
票
を
移
し
て
も
、

申
請
す
る
こ
と
で
、
本
町
の
保
険
証
（
マ
ル

学
）
が
交
付
で
き
ま
す
。

　
マ
ル
学
の
保
険
証
は
、
年
度
ご
と
に
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
在
学
証
明
書
（
原
本
）
ま
た
は
学
生
証

（
表
裏
）
の
写
し

・
認
印

　
届
出
が
な
い
と
、
国
保
税
が
賦
課
さ
れ
た

ま
ま
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

・
ま
ん
の
う
町
国
保
の
保
険
証

・
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
証

・
認
印

　
相
手
の
あ
る
交
通
事
故
な
ど
の
治
療
で
国

保
を
使
っ
た
（
医
療
機
関
で
保
険
証
を
提
示

し
た
）
場
合
に
は
、
国
保
（
役
場
）
へ
の
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
）
。

※

ご
家
族
な
ど
の
車
に
同
乗
し
て
い
た
時
に

起
き
た
自
損
事
故
で
も
同
様
で
す
。

　
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
者
が
国
保
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
た
場
合
、
国
保
は
、
本
来
加

害
者
が
支
払
う
べ
き
治
療
費
を
一
時
的
に
立

替
え
、
後
か
ら
加
害
者
（
自
賠
責
保
険
等
）

に
立
替
え
た
額
を
限
度
に
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
届
出
の
し
か
た

　
ま
ず
は
、
警
察
に
届
け
出
て
「
事
故
証
明

書
」
を
も
ら
い
、
役
場
福
祉
保
険
課
に
あ
る

届
出
用
紙
と
合
わ
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
傷
病
原
因
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
国
保
で
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬

の
請
求
内
容
か
ら
、
交
通
事
故
の
可
能
性
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
傷
病
原
因
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
通
知
が
届
い
た
際

に
は
、
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
は
、
こ
の
調
査
を
香

川
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
へ
委
任
し

て
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
保
険
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前

年
の
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉

　
1
1
8
万
円
＋

　
　
　
（
扶
養
親
族
等
の
数×

38
万
円
）

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受

け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、

４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
蕁
（
６
２
）
１
６
６
０

・
福
祉
保
険
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

　
平
成
27
年
度
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
」

の
交
付
申
請
を
３
月
２
日
（
月
）
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
こ
の
助
成
券
は
、
町
が
定
め
た

タ
ク
シ
ー
会
社
を
使
い
医
療
機
関
へ
の
通
院

を
す
る
際
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

▼
交
付
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方

　
①
満
75
歳
以
上

　
②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級

　
③
療
育
手
帳
狢
又
は
Ａ

▼
交
付
枚
数

・
交
付
要
件
の
①
を
満
た
し
、

　
か
つ
②
又
は
③
を
満
た
す
方

　
　
…
１
か
月
当
た
り
５
０
０
円
券
を
４
枚

・
右
記
以
外
の
方

　
　
…
１
か
月
当
た
り
５
０
０
円
券
を
２
枚

▼
受
付
窓
口

・
本
庁
企
画
政
策
課
、
仲
南
支
所
、

　
琴
南
支
所
、
美
合
出
張
所

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
本
人
の
認
印

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

　
　
　
　
（
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

※
申
請
者
本
人
が
受
付
窓
口
ま
で
来
ら
れ
な

い
場
合
、
代
理
申
請
が
可
能
で
す
が
、
委

任
状
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
政
策
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
６

通
院
に
便
利
な

　
　「
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

修
学
の
た
め
町
外
に
転
出
す
る
方
は

申
請
が
必
要

交
通
事
故
で
国
保
を
使
う
に
は

ま
ん
の
う
町
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き
は
届
出
を
！

３
月
３１
日
ま
で
に

国
保
の
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
の

ご
案
内
に
つ
い
て
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▼
叙
勲
・
表
彰
、
く
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
終
了
、
バ
ス
定
期
券
購
入
費
補
助

まんのう

　
　
山
　
勝
さ
ん
（
真
野
）

（
元
満
濃
町
議
会
議
員
）

　
昭
和
42
年
に
旧
満
濃
町
議
会
議
員

に
当
選
、
5
期
20
年
間
に
わ
た
り
在

職
し
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
を

は
じ
め
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治

の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
道
久
　
法
代
さ
ん
（
生
間
）

（
元
仲
南
町
民
生
・
児
童
委
員
）

　
昭
和
40
年
か
ら
36
年
の
長
き
に
わ

た
り
民
生
・
児
童
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

仲
南
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

副
総
務
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域

福
祉
の
増
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
白
川
　
義
則
さ
ん
（
佐
文
）

（
元
仲
多
度
郡
遺
族
連
合
会
副
会
長
）

　
元
仲
多
度
郡
遺
族
連
合
会
副
会
長

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た

っ
て
戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
、
戦
没
者

遺
族
の
援
護
事
業
等
に
携
わ
っ
た
功

績
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
突
然
「
無
料
で
点
検
し
ま
す
」
と
訪
問
し
、

「
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い
る
」
「
シ
ロ
ア
リ
が

い
る
」
な
ど
と
言
っ
て
消
費
者
を
不
安
に
さ

せ
、
次
々
と
不
要
な
工
事
を
契
約
さ
せ
る

『
点
検
商
法
』
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
点
検
や
工
事
は
内
容
が
専
門
的
で
、
消
費

者
に
と
っ
て
は
本
当
に
必
要
な
工
事
な
の
か
、

妥
当
な
金
額
な
の
か
判
断
で
き
な
い
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
「
今
日
な
ら
安
く
で
き
る
」

な
ど
と
言
っ
て
契
約
を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す

が
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
応
じ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
家
族
や
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し
、
冷

静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
な
工
事
で
あ

れ
ば
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、

じ
っ
く
り
比
較
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
先

　
蕁
０
８
７
（
８
３
３
）
０
９
９
９

・
多
重
債
務
、
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談
先

　
蕁
０
８
７
（
８
３
４
）
０
０
０
８

　
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

総
務
省
の
要
請
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
方
式
に
変
換

し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
放
送
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

こ
れ
が
平
成
27
年
３
月
31
日
で
終
了

す
る
と
テ
レ
ビ
が
み
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
対
象
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
な
ど
）
を
ご

使
用
の
方
で
す
。

　
テ
レ
ビ
を
見
る
に
は
左
記
の
い
ず

れ
か
の
対
策
が
必
要
で
す
。

1
　
Ｓ
Ｔ
Ｂ
を
設
置
す
る
（
中
讃
テ

レ
ビ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）
。

2
　
電
気
店
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
。

3
　
電
気
店
な
ど
で
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
購
入
・
設
置
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
中
讃
テ
レ
ビ

　
蕁
０
１
２
０
（
０
８
８
）
７
８
８

・
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

・
企
画
政
策
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
６ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

旭
日
単
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

瑞
宝
単
光
章
【
社
会
福
祉
功
労
】

【
戦
没
者
遺
族
援
護
功
労
】

点
検
商
法
に
注
意

点
検
商
法
に
注
意

点
検
商
法
に
注
意

　高校に通学手段として定期券を購入して路線バスを利

用している方に定期券の購入費用の補助を行います。

１．まんのう町に住所を有する方

２．高校通学に定期券を購入して路線バスを利用してい

る方

３．まんのう町内のバス停留所を起点に利用している方

※１～３すべての要件を備えていることが必要です。

　定期券購入費の3分の2の額を補助します。

（100円未満は切捨て）

　申請期限は、定期券の有効期間内までです。申請期限

を過ぎますと、補助金を受けることができなくなります

のでご注意ください。

　企画政策課、仲南支所、琴南支所、美合出張所

　定期券のコピー、印鑑、振込先金融機関・口座番号

【問い合わせ先】企画政策課　蕁（73）0106

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
が

終
了
し
ま
す
。
ご
注
意
を
！

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

3
月
31
日
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優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
」
表
彰
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
募
集
　

まんのう

　
皆
さ
ん
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
正
式
名
称
は
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
と
言
い
、

【
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
元
気

で
活
力
の
あ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
力
に
な
っ
て
く
れ
る
人
た

ち
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
町
内
に
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
２
３
０
人
（
琴
南
地
区
25
人
、

満
濃
地
区
１
１
１
人
、
仲
南
地
区
94
人
）
い
ま
す
。
そ
の
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
を
さ
ら
に
増
や
し
、
草
の
根
活
動
を
よ
り
広
め
る
べ
く
、
養
成
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

た
っ
た
の
5
日
間
で
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
！

　
養
成
講
座
は
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
の
座
学
と
調
理
実
習
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
か

に
始
ま
り
、
食
品
成
分
表
の
使
い
方
や
栄
養
計
算
な
ど
を
町
の
管
理
栄

養
士
が
講
義
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
外
部
講
師
（
医
師
、
健
康
運
動
指

導
士
な
ど
）
を
招
い
て
の
講
義
も
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格
「
食
」
と
い
う
分
野
で
社
会
貢
献
を

　
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
町
内
在
住
の
方

▼
日
程
（
予
定
）

　
6
月
23
日（
火
）
午
前
９
時
〜
正
午

　
7
月
14
日（
火
）
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時

　
8
月
25
日（
火
）
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時

　
9
月
29
日（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
10
月
20
日（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
半

▼
会
場
　
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
用
　
１
日
５
０
０
円
（
調
理
実
習
費
含
む
）

▼
持
参
物
　
テ
キ
ス
ト
（
初
回
に
配
布
）
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
巾
、
筆
記
用
具

＊
申
し
込
み
締
め
切
り
日
は
3
月
31
日
で
す
。
先
着
30
名
限
定
で
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
健
康
増
進
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
６

こ
の
機
会
を
逃
す
と
最
低
2
年
待
ち
の
覚
悟
を
！

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

優れた「地域による学校支援活動」推進
文部科学大臣表彰受賞

点
検
商
法
に
注
意　子どもたちが放課後・土日の休みを有意義に過ごせることを目的に、平成20年度よりスタートした四条小校

区「いきいき教室」が、この度「優れた『地域による学校支援活動』推進文部科学大臣表彰」を受賞しました。
平成26年度の表彰団体としては県内唯一となっています。
　現在「いきいき教室」の教室には合計132人（複数の教室のかけもちを含む）が参加しており、四条公民館及
び満濃農村環境改善センターで定期的に開催されています。教室では、「親子七宝焼き教室」、「親子茶道教
室」など親子で楽しめる教室や、外に出て自然と触れ合う「水辺ネイチャーゲーム」、町内の高齢者と交流する
「ふれあいグランドゴルフ大会」など、子どもたちが普段体験できないような体験活動を通して学習できる機会
がつくられています。また、今回の受賞では琴、詩吟、俳句教室など地元の同好会が指導者となり、それぞれ子
どもたちが楽しめるよう内容を工夫した教室が行われていることが評価されました。
　四条公民館館長の香川史子さんは「放課後や休みの日の子どもたちの居場所づくりを目指してきました。今で
はいきいき教室を卒業していった子どもたちから感謝の声も寄せられ、やりがいになっています。ここまで継続
してこられたのも、講師の先生方をはじめ、地域のみなさんの支えのおかげです」と話してくれました。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

参 加
者 募

集
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ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
ん
の
う

まんのう

５

3
3 4 5 6 72

10 11 12 13 149

17 18 19 20

25 26 27 28

2116

24

31

23

パソコン
なんでも質問会
15:00～16:00

リズム体操
14:00～15:00

リズム体操
14:00～15:00

ピラティス
14:00～15:00

ピラティス
14:00～15:00

アフタービクス
14:00～15:00
マタニティビクス
15:15～16:15

リズムダンベル
19:00～20:00

ヘキスサロン
16:30～17:30

ヘキスサロン
16:30～17:30

ヘキスサロン
16:30～17:30

ヘキスサロン
16:30～17:30

ヘキスサロン
16:30～17:30

バレトン＆ストレッチ
（体験講座）
19:00～20:00

バレトン＆ストレッチ
（体験講座）
20:00～21:00

膝痛予防改善教室
14:00～15:00

リズムダンベル
19:00～20:00

膝痛予防改善教室
14:00～15:00

膝痛予防改善教室
14:00～15:00

膝痛予防改善教室
14:00～15:00

子ども創造力育成
ワークショップ
16:00～17:00

心と体をほぐす
ストレッチ
20:00～21:00

ベビーマッサージ
10:30～11:30

ベビーマッサージ
10:30～11:30

心と体をほぐす
ストレッチ
20:00～21:00

腰痛ほぐし教室
14:00～15:00

腰痛ほぐし教室
14:00～15:00

母と子のリトミック
10:00～11:00
笑って健康になる
講座（体験講座）
14:00～15:00

問い合わせ先

スポーツセンターまんのう
☎（73）3611　15：00～22：00（休館日：毎週火曜日、12月29日～1月3日）
ホームページ　http://towntip.jp/manno/sns/community.php?bbs_id=826

1

8

15

22

健康づくり
基本コンディショニング
15:00～16:00

健康づくり
基本コンディショニング
15:00～16:00

すまいりぃ 絵本に親しむ
～「絵本に親しむ」講座のまとめ～
10:00～11:00

キッズブレイクダンス
17:00～18:00

30
膝痛予防改善教室
14:00～15:00

29

書道教室
13:00～14:00

肩こりほぐし教室
14:00～15:00

書道教室
13:00～14:00

キッズ運動教室
16:30～17:30

キッズ運動教室
16:30～17:30

キッズ運動教室
16:30～17:30

キッズ運動教室
16:30～17:30

肩こりほぐし教室
14:00～15:00

肩こりほぐし教室
14:00～15:00

肩こりほぐし教室
14:00～15:00

　教室参加には事前申し込みが必要です。申し込みがお済みの方は開催時間15分前より受付にて
名簿にお名前のご記入をお願いします。なお、各教室は年間予約となっております。キャンセル
待ちの教室がございますので、お問い合わせください。

4月以降の教室案内申込期間（3月18日まで）

4月以降の教室案内申込期間（3月18日まで）

4月以降の教室案内申込期間（3月18日まで）

教　室　名 開催日時 時　間 対　象 募集定員 受講期間

ベビーマッサージ

4月以降の地域開放教室開催のお知らせ

第1・3金曜日

●申込期間…3月4日～3月18日　●申込受付場所…スポーツセンターまんのう　※申込者が定員を超えた場合は、抽選となります。

10:30～11:30 13名 12ヶ月間歩く前の赤ちゃんとお母さん

ピラティス 第1・3水曜日 14:00～15:00 20名 12ヶ月間一般

キッズブレイクダンス 第4日曜日 17:00～18:00 10名 12ヶ月間小3まで

母と子のリトミック 第2土曜日 10:00～11:00 10名 12ヶ月間2歳～3歳のお子さんとお母さん

パソコンなんでも質問会 第1土曜日 15:00～16:00 15名 12ヶ月間一般

書道教室 第1木曜日 13:00～14:00 20名 12ヶ月間中高齢者

硬筆教室 第3木曜日 13:00～14:00 20名 12ヶ月間中高齢者

笑って健康になる講座 第1土曜日 14:00～15:00 20名 12ヶ月間一般

アフタービクス 第1土曜日 14:00～15:00 20名 12ヶ月間産後1週間以降のお母さん

子ども創造力育成ワークショップ 第1土曜日 16:00～17:00 20名 12ヶ月間3歳～10歳

膝痛予防改善教室

肩こりほぐし教室

第1・2・3木曜日 14:00～15:00 20名 3ヶ月間中高齢者

腰痛ほぐし教室

第1・2・3月曜日 14:00～15:00 20名 3ヶ月間中高齢者

ヘキサスロン

第1・3金曜日 15:00～16:00 20名 3ヶ月間中高齢者

キッズ運動教室

毎週月曜日 16:30～17:30 15名 1ヶ月間4歳～6歳

リズム体操

毎週木曜日 16:30～17:30 15名 1ヶ月間4歳～6歳

心と体をほぐすストレッチ

第2・4水曜日 14:00～15:00 20名 1回一般

バレトン＆ストレッチ

第2・4金曜日 20:00～21:00 20名 1回一般

第2・4月曜日
第2・4金曜日

19:00～20:00
20:00～21:00 20名 1回一般

平成27年度新規教室のご案内

笑って健康になる講座
笑うことにより、免疫力を向上させ、スト
レスの軽減に役立ちます。
〈体験講座開催日〉（20名先着順）
3月14日（土）　14:00 ～ 15:00

バレトン＆ストレッチ
バレエ・ヨガ・フィットネスを融合させた
エクササイズです。フィットネスの動きで、
痩せやすい体質、引き締まった体を目指し
ませんか。
〈体験講座開催日〉（20名先着順）
3月16日（月）　19:00 ～ 20:00
3月20日（金）　20:00 ～ 21:00

硬筆教室
毎回テーマにそった習字を行い、講師が
丁寧に指導を行います。

※ヘキサスロン教室及びキッズ運動教室に
ついては、参加費1,000円／月、300円
／回が必要となります。その他ご不明な
点がございましたら、お気軽にスタッフ
までお問い合わせください。

NEW

NEW

NEW
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ま
ん
の
う
道
先
案
内
人
　
　
食
育
だ
よ
り

まんのう

　
満
濃
池
ほ
と
り
に
あ
る
神
野
神
社
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
往
昔
満
濃
池
が
未
だ
築
成
さ

れ
る
以
前
、
神
櫛
王
が
天
穂
日
命
を
奉
祀
し
、

神
野
神
社
と
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
宝
年
間
に
満
濃
池
を
築
い
た
際
に
は
、
池

の
守
神
と
し
た
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
延

喜
式
内
讃
岐
二
十
四
社
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら

れ
た
古
社
で
も
あ
り
、
社
前
の
石
造
鳥
居
は
、

文
明
２
年
（
１
４
７
０
）
の
建
造
で
、
本
町

内
最
古
の
鳥
居
で
す
。

　
満
濃
池
の
名
の
由
来
は
、
当
地
を
神
野
郷

と
呼
ん
で
い
た
の
を
眞
野
郷
と
改
め
た
の
ち

「
眞
野
」
あ
る
い
は
「
十
千
」
の
池
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
（
十
が
千
集
ま
れ
ば
一
万

に
な
る
の
で
「
十
千
」
の
池
と
書
い
て
輊
ま

ん
の
池
輅
と
読
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　
例
年
ま
ん
の
う
池
コ
イ
ネ
ッ
ト
主
催
の
俳

句
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
神
社
に
ま
ん
の

う
の
恵
み
を
謳
っ
た
句
が
奉
納
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
は
ま
ん
の
う
町
内
の
小
学
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
選
句
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
奉
納
さ
れ
る
優
秀
句
は
次
の
通
り

で
す
。
満
濃
池
に
立
ち
寄
ら
れ
た
際
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
満
濃
南
小

・
小
鳥
来
る
　
ゆ
た
か
な
水
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
を
む
け
て

（
四
年
　
加
地
　
　
礼
）

・
く
ろ
う
し
て
　
出
来
た
新
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ね
つ
き
だ

（
四
年
　
吉
田
　
光
里
）

●
長
炭
小

・
春
風
が
　
ま
ん
の
う
池
を
　
ゆ
ら
し
て
る

（
六
年
　
真
鍋
　
涼
香
）

・
新
緑
の
　
満
濃
池
は
　
日
本
一

（
六
年
　
山
本
　
　
葵
）

●
四
条
小

・
美
味
し
い
な
　
給
食
に
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
梨
ゼ
リ
ー

（
六
年
　
畑
　
　
美
颯
）

・
一
等
賞
　
や
っ
た
ぜ
じ
い
の
　
今
年
米

（
五
年
　
香
川
　
快
晴
）

●
琴
南
小

・
あ
ふ
れ
出
る
　
豊
作
願
い
　
ゆ
る
ぬ
き
だ

（
六
年
　
松
葉
　
千
香
）

・
紅
葉
が
　
ま
ん
の
う
池
に
　
ひ
ら
ひ
ら
と

（
六
年
　
稲
毛
　
　
菫
）

●
高
篠
小

・
か
り
ん
の
実
　
わ
ん
さ
か
取
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
の
う
町

（
六
年
　
岸
村
　
彩
那
）

・
紅
葉
で
　
赤
く
染
ま
っ
た
　
池
の
色

（
六
年
　
赤
松
　
桃
香
）

［エネルギー］75kcal　［タンパク質］4.1g
［脂質］4.5g　［カルシウム］132mg　［食塩］1.0g

５

俳句が奉納される神野神社

癬

● ホウレン草　1束
● しょうゆ　少 （々分量外）
● もやし　1/2袋
● 白すりごま　大さじ3
● 粉チーズ　大さじ1
● 砂糖　大さじ1弱
● しょうゆ　大さじ1.1/2
● だし汁　適量

ホウレン草はかためにゆでて
水けを絞り、3～4cm長さに切る。
しょうゆをふってさらに絞る。

もやしはゆでて
ザルに上げ
水けを切る。

ボールに癬を
混ぜ合わせて
和え衣を作り、
笊を加えて和える。

癬
ホウレン草はビ
タミン類、ミネ
ラルなど、どれ
をとっても非常
に栄養価の高い
緑黄色野菜の代
表です。

●ホウレン草は和える前にしょうゆをかけて絞ると、緑が鮮や

かになり、水っぽさがなくなります。

●ゴマとチーズでカルシウムの量が格段にアップします。

●チーズ風味にすることで野菜嫌いな子どもでも美味しく食べ

ることが出来ます。
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
　
　
世
界
の
学
生

まんのう

　

ふ
る
さ
と
探
訪

外国文化や風習の紹介と解説をします！

　
日
本
の
集
落
に
は
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

に
神
社
が
あ
る
。
神
社

の
周
り
は
森
で
囲
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
の
森
を
社
叢
（
し
ゃ
そ
う
）

と
言
う
。
社
叢
は
日
本
固
有
の
文
化
で
、
世

界
中
ど
こ
の
国
に
も
な
い
。
神
社
の
起
こ
り

は
自
然
崇
拝
で
あ
り
、
全
て
の
も
の
に
神
が

や
ど
っ
て
い
る
と
い
う
思
想
が
根
底
に
あ
る
。

そ
の
た
め
自
然
災
害
の
発
生
を
大
変
恐
れ
た

太
古
の
人
々
は
、
山
・
大
き
な
岩
・
大
木
・

火
・
風
や
雨
や
雷
な
ど
の
自
然
現
象
す
べ
て

に
神
の
存
在
を
み
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は

古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
稲
作
が
人
々
の

命
を
支
え
、
そ
の
水
を
生
み
だ
す
森
を
こ
と

に
大
切
に
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
神
社
は
そ
の
地
域
文
化
の
指
標
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
も
な
っ
て
お
り
、
心
の
安
ら
ぐ
環

境
を
人
々
に
与
え
て
く
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

日
本
固
有
の
文
化
を
生
む
基
と
な
っ
た
。
た

と
え
ば
水
田
の
開
発
、
日
本
酒
造
り
、
麻
の

栽
培
、
焼
き
物
の
文
化
、
芸
能
の
発
生
と
発

展
（
神
楽
・
能
楽
・
文
楽
・
歌
舞
伎
・
舞
踊

な
ど
）
、
建
築
の
発
展
、
文
学
の
発
生
と
発

展
（
祝
詞
か
ら
長
歌
・
和
歌
・
連
歌
・
俳
句

へ
）
な
ど
す
べ
て
に
、
神
社
と
の
か
か
わ
り

が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
神
社
を
取
り
巻
く
森
、
す
な
わ
ち
社
叢
の

果
た
す
役
割
も
ま
た
大
き
い
。
地
域
の
環
境

を
ま
も
り
、
災
害
を
防
ぎ
、
多
種
多
様
な
動

植
物
の
生
活
の
場
所
と
な
り
、
動
植
物
の
種

の
保
全
の
役
割
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

日
本
で
は
自
然
災
害
や
人
為
的
な
開
発
な
ど

に
よ
る
裸
地
が
生
じ
て
も
、
数
年
の
う
ち
に

草
が
茂
り
、
そ
こ
に
樹
木
の
種
が
小
鳥
な
ど

に
よ
り
運
ば
れ
て
き
て
、
や
が
て
元
の
森
が

出
来
上
が
る
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

各
集
落
に
太
古
よ
り
存
在
し
て
い
る
社
叢
、

す
な
わ
ち
植
物
の
種
の
保
存
場
所
が
あ
る
か

ら
こ
そ
森
の
回
復
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ

の
証
拠
と
し
て
、
神
社
周
辺
の
森
林
に
見
ら

れ
る
樹
種
を
調
査
す
る
と
、
社
叢
の
木
々
と

共
通
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
る
。

　
ま
ん
の
う
町
内
に
は
自
然
記
念
物
と
し
て
、

国
お
よ
び
香
川
県
指
定
の
社
叢
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
個
々
の
社
叢
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
に
紹
介
す
る
事
に
し
た
い
。

（
文
責
　
佐
文
　
五
所
野
尾
　
優
）

　ニュージーランドでは５歳の誕生日に小学校に入学しま
す。私も1985年３月７日に５歳の誕生日を迎え、その日か
ら学校へ歩いて通うようになりました。３年生の時には、
学校で自転車の乗り方や交通ルールを習い、自転車で通う
ようになりました。その頃、私の通っていた小学校では半
分くらいの学生が徒歩か自転車で学校に通っていました。
しかし現在では徒歩もしくは自転車で通学する学生は全校
生徒のおよそ１/７しかいません。
　オーストラリアやニュージーランドでは、学校や学生に
よって、車やバス、自転車、徒歩、スケートボードなど
色々な通い方が認められています。学生にとってどの通学
方法が安全かを調査したオーストラリアの研究によると、
バスが一番安全で、車が２番目に安全だという報告がされ
ています。実際、アメリカやフィンランドでは、多くの学
生が無料のスクールバスに乗って学校に通っています。学
生らの両親の多くも「安全面から見ると、バス通学が良
い」と言うそうです。しかし、他の面からみると、自転車
通学や徒歩通学にもメリットがあります。
　ニュージーランドでは、「小学校で自転車の乗り方を習
って、自転車で通学しましょう」といった運動もあります
し、「ウォーキング・バス」という制度もあります。「ウ
ォーキング」は徒歩という意味ですが、「ウォーキング・
バス」はＰＴＡの人などと一緒に歩いて通学することです。
普通のバスと同じように、バス停があり、皆２列で並んで、
前に運転手の役をする人もいます。この「ウォーキング・
バス」では、学生が両親や地域の大切な人などと交流でき

ますし、環境への配慮や交通渋滞の緩和といった面からも
良いと言われています。
　また、学生に限らず、車の代わりに自分の足で移動する
ことが精神的に良い作用をもたらすこともあります。これ
はイギリスで研究されました。その研究では、18年間、
18,000人の幸せの度合いを量り続け、様々な要因によって
幸せの度合いが変わると報告しました。
　その中で、通勤手段が代わると、たとえば、車で通勤し
ていた人が自転車や徒歩で通勤するようになると、多くの
人にとって幸せの度合いが高くなることが分かりました。
これはあくまで平均的な違いなのですが、驚くことに、こ
の幸せの度合いの増加は、結婚や職場での大きな昇進によ
る平均増加に負けません。

（まんのう町国際交流員　アダムス・ブレア）

通学手段

せかいのがくせい　第12回

108

ウォーキング・バス

鷲尾神社の森（新目）
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人
権
コ
ラ
ム
　
　
会
館
だ
よ
り
　
　 

人
権
作
文

まんのう

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
考
え
る

　
小
さ
な
子
ど
も
が
保
護
者
か
ら
ひ
ど
い

言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
る
と
、
シ
ョ
ッ
ク
で

心
が
壊
れ
ま
す
。
児
童
虐
待
防
止
法
で
は

こ
の
よ
う
な
心
理
的
虐
待
を
禁
じ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
対
し
て
ひ
ど
い
言
葉
で
自

尊
心
を
傷
つ
け
る
の
も
、
心
理
的
虐
待
と

し
て
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
職
場
で
性
的
な
発
言
が
く
り
か

え
さ
れ
て
出
勤
し
づ
ら
く
な
る
と
深
刻
な

セ
ク
・
ハ
ラ
で
す
。
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
で
は
事
業
主
に
セ
ク
・
ハ
ラ
防
止
を
義

務
付
け
て
お
り
、
人
権
侵
害
に
な
る
セ

ク
・
ハ
ラ
発
言
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
最
近
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う

言
葉
を
見
聞
き
し
ま
す
。
「
憎
悪
表
現
」

と
い
う
意
味
の
マ
ス
コ
ミ
用
語
で
す
。
二

〇
〇
九
年
暮
れ
、
あ
る
団
体
が
京
都
朝
鮮

学
校
へ
押
し
掛
け
、
宣
伝
カ
ー
な
ど
で

「
出
て
行
け
」
「
ス
パ
イ
の
子
ど
も
」
な

ど
と
罵
声
や
怒
号
を
子
ど
も
や
教
職
員
な

ど
に
浴
び
せ
、
そ
の
様
子
を
ネ
ッ
ト
で
動

画
配
信
し
ま
し
た
。
学
校
側
は
「
心
身
を

ひ
ど
く
傷
つ
け
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
で

あ
り
差
別
」
と
主
張
し
、
街
宣
の
差
し
止

め
を
求
め
て
提
訴
し
ま
し
た
。
京
都
地
裁

は
名
誉
棄
損
、
業
務
妨
害
、
人
種
差
別
撤

廃
条
約
違
反
の
差
別
に
あ
た
る
と
判
断
し
、

団
体
に
学
校
か
ら
半
径
二
百
メ
ー
ト
ル
以

内
の
街
宣
禁
止
と
千
二
百
万
円
の
損
害
賠

償
の
判
決
を
命
じ
ま
し
た
。
団
体
は
「
表

現
の
自
由
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
裁
判

所
は
心
身
へ
の
被
害
も
考
慮
し
て
団
体
の

発
言
は
人
種
差
別
撤
廃
条
約
違
反
の
差
別

発
言
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
の
判
断
を
下

し
ま
し
た
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

97

新
あ
な
た
と
人
権
シ
リ
ー
ズ（
30
）

　
わ
た
し
は
、
道
徳
の
時
間
に
「
働
く

女
性
・
男
性
」
と
い
う
勉
強
を
し
ま
し

た
。
「
小
さ
い
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら

働
く
男
女
の
労
働
時
間
」
の
グ
ラ
フ
を

見
る
と
、
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
働
く

時
間
は
多
く
な
っ
て
い
る
け
ど
、
男
性

の
育
児
・
家
事
の
時
間
が
と
っ
て
も
少

な
い
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
は
、

働
き
な
が
ら
子
育
て
や
家
の
こ
と
も
た

く
さ
ん
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
私
の
家
は
、
父
が
仕
事
で
単
身
赴
任

を
し
て
い
る
の
で
、
家
事
は
母
が
し
て

い
ま
す
。
仕
事
も
あ
る
し
、
姉
の
送
り

迎
え
も
あ
る
し
、
料
理
も
洗
濯
も
全
部

一
人
で
し
て
い
る
の
で
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
母
の
手
伝
い
を
も
っ
と
し

よ
う
と
思
う
し
、
父
が
家
に
帰
っ
て
き

た
時
に
は
、
「
手
伝
っ
て
あ
げ
て
。
」

と
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
は
、
男
女

で
う
ま
く
協
力
し
て
仕
事
・
家
事
・
育

児
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
道
徳
の
時
間
に
「
働
く
女
性
・
男

性
」
と
い
う
勉
強
を
し
ま
し
た
。
「
わ

が
国
と
諸
外
国
の
国
会
議
員
に
占
め
る

女
性
割
合
」
の
グ
ラ
フ
を
見
て
分
か
っ

た
こ
と
は
、
日
本
の
割
合
が
十
一
・
三

％
で
、
九
カ
国
中
最
下
位
だ
っ
た
こ
と

で
す
。
女
性
が
約
半
分
近
く
国
会
議
員

と
し
て
働
い
て
い
る
国
も
あ
る
の
に
、

な
ぜ
日
本
は
こ
ん
な
に
少
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
国
会
議
員
に
な
り
た
い
女
性

が
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
た
し
は
、
男
の
人
に
も
女
の
人
に

も
そ
れ
ぞ
れ
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

男
女
の
割
合
を
同
じ
く
ら
い
に
し
て
国

会
を
行
っ
た
方
が
、
い
い
意
見
が
出
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
は
男
の
人
の
す
る
仕
事
」
と

い
う
意
識
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、
せ

っ
か
く
法
律
を
作
っ
て
も
こ
の
割
合
は

変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
男
だ
か
ら
」
「
女
だ
か
ら
」
と
い
う

意
識
を
変
え
て
、
男
女
関
係
な
く
、
自

分
が
し
た
い
と
思
う
仕
事
が
で
き
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

言
葉
の
暴
力

高
篠
小
学
校
5
年

ふ
じ
も
と
　
　
　
　

あ
お
い

藤
本
　
　
葵

高
篠
小
学
校
5
年

お
　

り
　

め
　

な
　
な
　
み

折
目
奈
々
美

3月11日（水） ・ 17日（火）
9：30～13：00

まんのう町立長尾会館　生活改善室
（長尾1582番地）

講師指導のもと
｢キャラメルチョ
コパン｣と「パス
タ」を作ります。

各回の定員は先着8名です。
3月2日（月）～6日（金）までに、長尾
会館まで電話又はFAXにてお申し込
みください。
蕁（79）2021　FAX（56）9068

1,000円（当日集金します）※昼食
代・材料費・受講料込み。当日は、
ハンドタオル・エプロンをご持参
ください。
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（日）午後7時～9時　※桜の開花状
況により日程の変更あり。事前にお
問い合わせのこと［場所］満濃池森
林公園第２運動広場［内容］夜桜見
物ライトアップを開催。提灯通りも
追加して、夜桜見物を盛り上げます
▼問い合わせ先
公園事務所
蕁0877-78-3364
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第18回ガーデンセミナー
「クリスマスローズの手入れ」
［日時］3月15日（日）午後1時30分
～3時45分［場所］番の州公園管理
事務所［参加費］500円［定員］先
着20名［内容］流行のクリスマスロ
ーズの手入れ方法について、楽しく
学べます。終了後、園芸やガーデニ
ングに関する園芸相談も行います
［申し込み］住所・氏名・年齢・性
別・電話番号・セミナー名・質問事
項を記入の上、郵便、Faxまたはメ
ールで。3月1日（日）受付開始

▼問い合わせ先・申し込み先
〒762-0063　坂出市番の州公園5番地
坂出緩衝緑地　管理事務所
蕁0877-45-6820
FAX 0877-43-5213
E-mail  kansyouryokuti@rhythm.ocn.ne.jp
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
眼についての医療講演と
福祉機器展示（無料）
［日時］4月12日（日）午前10時～午
後4時30分［場所］香川県社会福祉
総合センター1階コミュニティホー
ル（高松市番町）［対象者］眼疾患
患者及びその家族、医療関係者［内
容］福祉機器展示、支部設立総会及
び医療講演・アマチュア寄席［申し
込み］電話での申し込み受付。受付
期間は3月29日（日）まで

▼問い合わせ先・申し込み先
日本網膜色素変性症協会香川連絡会事務局
三木
蕁090-1170-6047

四国学院大学一般入試
（C日程）
［日時］3月13日（金）［場所］四国
学院大学［出願期間］3月10日（火）
まで（消印有効）［試験科目］国語
※その他センター利用入試あり

▼問い合わせ先
四国学院大学入試課
蕁0120-459-433

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2015年度手話通訳者養成講座
［受講資格］18歳以上の手話学習経
験が概ね2年以上あり、受講者選考試
験において受講基準に達している方。
［受講者選考試験日］4月4日（土）
午前10時～正午［会場］香川県聴覚
障害者福祉センター3F研修室［申し
込み期間］3月20日必着（郵送の場合、
消印有効）［試験科目］「読み取り
試験」「手話での会話試験」

▼問い合わせ先・申し込み先
〒761-8074　高松市太田上町405-1
香川県聴覚障害者福祉センター「手
話通訳者養成講座」係
蕁087-868-9200

自殺対策強化月間における
全国一斉
『暮らしとこころの総合相談』
［日時］3月9日（月）午前10時～午
後1時［相談方法］電話相談（予約
不要）及び面接相談（予約制）。相
談電話番号は蕁087-821-2577（相談
日のみ開設）［相談場所］香川県弁
護士会館2階（高松市丸の内2－22）

▼問い合わせ先
香川県弁護士会事務局
蕁087-822-3693
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
不動産鑑定無料相談会
［日時］4月3日（金）午前10時～午後
4時［場所］丸亀市役所2階相談室
［内容］公益社団法人香川県不動産
鑑定士協会所属の不動産鑑定士（3名
程度）が、土地・建物等の不動産の
価格や土地取引に関する県民からの
相談に無料で応じる（事前申込不要）

▼問い合わせ先
公益社団法人香川県不動産鑑定士協
会事務局
蕁087-822-8785

平成27年度
「児童福祉週間」標語
薄木　悠人　君（炭所西）
入選作品
『見てみよう
　　一人ひとりの　よいところ』
　厚生労働省等が実施する平成27年
度「児童福祉週間」の標語募集におい
て薄木悠人君の作品が入選しました。
おめでとうございます。

無料相談

表　彰
募　集

敬
称
略 

／ 

1
月
届
け
出
分

大西　竹男

白川　　茂

山内

　原　耕三

中村ヒデノ

　井　經子

枝園　　夫

美野　哲男

三好ヨシノ

大西　靜夫

今井　壽子

佐野　信夫

石田　重敏

　尾　行雄

和田　政行

横関　將裕

兼近アサノ

西川　洋子

敬
称
略 

／ 

1
月
届
け
出
分

小田愛美莉

齋藤　羽奈

奈良　佳音

井上　穂香

神藤　優衣

吉川　克也

　井　俊春

松良　　柊

大谷　日葵

下川　睦人

田岡　柚月

奥本　愛梨

松村　真志

淵川　祐菜

おおにし　　たけ　お

しらかわ　　　　しげる

やまうち　　　　ひろし

たかはら　　こうぞう

なかむら

いま　い　　　つね　こ

　し　えん　　くに　お

　み　の　　　てつ　お

　み　よし

おおにし　　しず　お

いま　い　　　ひさ　こ

　さ　の　　　のぶ　お

いし　だ　　　しげとし

たか　お　　　ゆき　お

　わ　だ　　　まさゆき

よこぜき　　まさひろ

かねちか

にしかわ　　よう　こ

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

生年月日 保護者名 地　区氏　名

盛士

誠

崇司

大輔

優太

達也

俊介

竜

聖

賢二

知也

弘大

泰英

祐胤

羽　間

東高篠

生　間

吉野下

吉　野

長　尾

四　條

岸　上

炭所東

四　條

七　箇

吉野下

吉野下

吉野下

12

12

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

26

27

4

5

5

9

11

11

13

15

16

17

23

25

死亡月日 年齢 地　区氏　名

85

79

90

78

94

82

70

74

93

76

85

88

83

68

85

87

89

86

吉野下

炭所西

大　口

新　目

勝　浦

七　箇

新　目

宮　田

造　田

長　尾

吉　野

勝　浦

炭所東

長　尾

吉野下

買　田

生　間

四　條

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

3

5

5

7

7

9

10

13

16

19

22

22

23

25

25

27

30

31
雹

瀬瀬

瀬

　お　だ　え　み　り

さいとう　　　は　な

　な　ら　　　かのん

いのうえ　　　ほのか

しんどう　　　ゆ　い

よしかわ　　かつ　や

とく　い　　　としはる

まつ　ら　　　　しゅう

おおたに　　　ひまり

しもかわ　　ともひと

　た　おか　　　ゆ　づき

おくもと　　あい　り

まつむら　　しん　じ

ふちかわ　　ゆう　な
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「広報まんのう」に広告を希望する事業者の方を次の

通り募集しています。［広告の規格］2色刷り　縦6.0㎝

　横8.7㎝（この枠と同じサイズ）［1枠につき］10,000

円／月（隣り合う２枠を１広告とすることも可）

「広報まんのう広告掲載申請書」に記入の上、掲載希

望原稿と併せて企画政策課までお申し込みください。

申請書は町のホームページからダウンロードできます。

【問い合わせ先】企画政策課　蕁73-0106

広 告 募 集

　町内でのお買い物に、『まんのう
町商品券』をぜひご利用ください。
商品券は商品券登録指定店でお買い
求めいただけます。
※まんのう町商品券の有効期間は、
発行日から１年間です。期限を過
ぎると使用できなくなりますので、
商品券に記載の「有効期限」を確
認して、お早めにご使用ください。

▼問い合わせ先
・産業経済課　蕁73-0105
・商工会　　　蕁73-3711

　3月16日（月）～18日（水）の3日間、
館内整理のため休館させていただき
ます。返却は可能です。駐車場側返
却ポストをご利用ください。なお、
DVD・CD付き資料・紙芝居・大型
絵本は返却ポストをご利用いただけ
ませんので、19日以降にカウンター
までお持ちください。ご理解ご協力
よろしくお願いいたします。

▼問い合わせ先
まんのう町立図書館
蕁0877-56-4055
午前10時～午後6時（休館日：火曜日
（祝日の場合は翌日）、年末年始（12
月29日～1月3日）、特別整理期間）

　仲多度地区保護司会では啓発活動
の一環として、更生保護や保護司の
活動に関して、出前講座を行います。
パンフレットやDVDなど用意して、
いつでもどこへでもお伺いします。
学校、PTA、自治会や婦人会など
の各種団体の研修の場にご利用くだ
さい。詳細は下記までご相談くださ
い。謝礼等は不要です。

▼問い合わせ先
仲多度地区更生保護サポートセンター
蕁0877-89-0282

　独立行政法人自動車事故対策機構
では、自動車事故が原因で脳、脊髄
又は胸腹部臓器を損傷し、介護が必
要な人に介護料を支給しています。
また、自動車事故が原因で保護者を
亡くされた、あるいは重度の障がい
を残し生活が困窮している家庭の子
どもに、義務教育が終了するまでの
間、育成資金として無利子の貸付け
を実施しています。

▼問い合わせ先
独立行政法人自動車事故対策機構
高松主管支所　被害者援護担当
蕁087-851-6963

　「すまい給付金」は、平成26年4
月の８％への消費税引き上げに伴い、
国土交通省により住宅購入者の負担
軽減のために実施されています。収

入に応じて、消費税８％の現在は、
収入が510万円以下の人が対象とな
り、最大30万円を受け取ることがで
きます。受給の条件や申請方法など
詳しくは、「すまい給付金」事務局
へお問い合わせください。

▼問い合わせ先
すまい給付金事務局
蕁0570-064-186（ナビダイヤル）

まんのう町立図書館お話し会
［場所］館内おはなしの部屋［日時
等］午前11時～11時30分　どなたで
もご参加いただけます。※幼児向け
の絵本が中心です。
①3月8日（日）
　絵本と遊ぼう（すまいりぃ）
②3月15日（日）
　読み聞かせ（ねむの木）
③3月22日（日）
　英語絵本の読み聞かせ
　（メリーバスライドまんのう）
　毎週日曜日午後２時からは図書館
スタッフによる読み聞かせを行いま
す。

▼問い合わせ先
まんのう町立図書館
蕁0877-56-4055
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
終戦70周年記念行事
「保管紙幣展」開催
［日時］3月6日（金）午前10時～午
後6時、3月7日（土）午前10時～午後
3時［場所］坂出駅市民ギャラリー
「かもめ」（坂出市元町1丁目1番1
号）［内容］終戦後、外地から引き
揚げてこられた方が上陸港の税関・
海運局に預けられた通貨・証券など
の一部を展示

▼問い合わせ先
坂出税関支署管理課
蕁0877-44-9210
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
満濃池森林公園
①第4回生き物写真展
　（入館無料）
［日時］3月15日（日）～4月12日
（日）午前8時30分～午後5時［場
所］満濃池森林公園森林学習展示館
［内容］満濃池森林公園で見られる
生き物や風景など公園の春夏秋冬の
日常を写した写真展
②夜桜ライトアップ提灯通り
　（入園無料）
［日時］3月2 7日（金）～4月5日

催し物
まんのう町商品券を
ご利用ください

仲多度地区保護司会
～出前講座引き受けます～

「すまい給付金」を
ご存じですか

まんのう町立図書館館内
整理日のお知らせ

自動車事故の被害に
遭われた方へ
（被害者援護制度のご案内）

雹

瀬瀬

瀬
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
ー
ス
ー
ス

四条幼稚園防犯教
室

四条幼稚園防犯教
室

ヘルスメイトが「ＴＵＮＡＧＵ
」パートナーシップ講習会

ヘルスメイトが「ＴＵＮＡＧＵ
」パートナーシップ講習会

神野自衛消防団・神野女性
防火クラブ合同出初め式

神野自衛消防団・神野女性
防火クラブ合同出初め式 第6回まんのう町女

性議会
第6回まんのう町女

性議会

ヘルスメイトと調理をする参加者歌に合わせて4つの約束事を学ぶ

質疑をする議員士気を高める消防団員ら

　
１
月
16
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
躍
す
る
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改

善
推
進
員
）
が
指
導
者
と
な
り
、
地
域

に
暮
ら
す
人
と
人
が
交
流
を
深
め
、
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
塩
分
測
定
器
で
家
庭

の
味
噌
汁
を
チ
ェ
ッ
ク
、
寝
た
き
り
な

ど
を
予
防
す
る
ロ
コ
ト
レ
、
か
ぼ
ち
ゃ

の
き
ん
ぴ
ら
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

レ
シ
ピ
の
調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
で
す
ぐ
実
践
で
き
る
内
容
が
ふ

ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
参
加

者
ら
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。

　
１
月
21
日
、
四
条
幼
稚
園
に
お
い
て
、

香
川
県
警
察
・
琴
平
警
察
署
に
よ
る
防

犯
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
警
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
教

育
隊
の
隊
員
が
オ
オ
カ
ミ
に
扮
し
て
登

場
し
、
危
な
い
目
に
遭
い
そ
う
に
な
っ

た
ら
大
き
な
声
で
「
た
す
け
て
」
と
叫

ぶ
練
習
を
す
る
な
ど
、
園
児
た
ち
と
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
約
束
事

の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　
防
犯
教
室
の
後
に
は
、
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
会
を
聴
い
た
り
、
間
近
で
パ
ト

カ
ー
の
説
明
を
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、

園
児
た
ち
は
警
察
官
ら
を
よ
り
身
近
に

感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
意
識
の
向
上
と
女
性

の
行
政
へ
の
積
極
的
参
加
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
１
月
18
日
、
町
議
会

議
場
で
ま
ん
の
う
町
女
性
議
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
女
性
議
会
の
開
催
は
６
回
目
で
、
男

女
共
同
参
画
推
進
員
の
地
藤
照
子
さ
ん

を
議
長
に
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
各
公

民
館
運
営
審
議
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
13
名
の
議
員
で
進
行
し
ま
し
た
。

　
議
員
ら
か
ら
は
教
育
、
防
犯
、
地
域

活
性
化
な
ど
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
町
長
や
教
育
長
に
対
し
、
質

問
や
提
言
が
堂
々
と
な
さ
れ
、
議
論
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
自
衛
消
防
団
ら
に
よ
る

出
初
め
式
が
町
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
月
１
日
に
は
、
神
野
自
衛
消
防

団
・
神
野
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
合

同
出
初
め
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
神
野
自
衛
消
防
団
団
長
の
闍
屋
舗
輝

夫
さ
ん
よ
り
「
昨
年
は
全
国
的
に
災
害

が
多
い
年
で
し
た
。
防
火
・
防
災
の
啓

発
を
再
確
認
し
、
地
域
の
安
全
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訓
示
が
あ
り
ま

し
た
。

　
式
の
後
に
は
、
団
員
ら
に
よ
る
息
の

合
っ
た
ポ
ン
プ
操
法
の
披
露
や
、
地
域

の
子
ど
も
ら
の
放
水
体
験
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
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行
事
予
定
　
休
日
当
番
医
　
　  

町
内
の
1
1
0
番
1
1
9
番
　
　 

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

3
四条幼稚園防犯教

室
ヘルスメイトが「ＴＵＮＡＧＵ

」パートナーシップ講習会

神野自衛消防団・神野女性
防火クラブ合同出初め式 第6回まんのう町女

性議会

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

（19:00～翌朝8:00）

1日日

8日日

22日日

29日日

21日土
15日日

ふかだクリニック

川口医院

池田内科医院

森内科医院

林医院

岩闢医院

たかお整形外科医院

いわさき循環器科内科
クリニック

73-2211

75-2700

79-0711　

73-2366

73-4188

75-5125

75-5161

75-1127

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

1月からの累計1月中区　　分

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

神野公民館
グラウンド
（参加：68人）

【優　勝】
　田中キヌ子（神　野）
【準優勝】
　石崎ヨシエ（神　野）
【第3位】
　亀田　礼子（四　條）

31
1

日

月

土

19日木
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琴南総合センター
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5日木
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12日木
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12日木

［要予約／まんのう町商工会蕁73-3711］

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

［要予約／総務課蕁73-0100］

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

　糖尿病予防
　要予約／健康増進課蕁73-0126
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※食育標語内の所属名と学年は、応募時のもの

長炭小学校 2年
おおたに の　あ

大谷 望愛

長炭小学校 6年
ま　なべ すず　か

真鍋 涼香

清水寺

花いっぱい　みつばちさん
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琴南小学校 6年

宮下 晃誠
みやした こうせい

　
琴
南
小
学
校
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

全
校
生
に
デ
ザ
イ
ン
や
名
前
を
募
集
し
、
「
カ
ッ

シ
ー
ズ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
「
琴
南
」
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
「
こ
と
く
ん
」
「
な
み
ち
ゃ
ん
」

「
だ
い
せ
ん
さ
ん
」
の
ト
リ
オ
で
す
。
カ
ッ
シ
ー

ズ
は
配
布
物
や
掲
示
物
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
登
場
し
ま
す
。
毎
月
変
身
し
た
カ
ッ
シ
ー
ズ
も

募
集
さ
れ
、
そ
の
月
の
誕
生
日
の
人
を
主
人
公
に

し
た
掲
示
も
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
変
身
さ
せ
よ

う
と
考
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
ま
た
、
「
カ
ッ
シ
ー
ズ
の
旗
」
も
作
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
旗
は
、
全
校
生
が
元
気
に
登
校
し
た
り
、

心
を
一
つ
に
し
て
活
動
し
た
り
し
た
と
き
に
掲
げ

よ
う
と
、
全
校
集
会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
ひ
る

が
え
っ
て
い
る
旗
を
見
る
と
、
今
日
も
一
生
懸
命

が
ん
ば
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

六
十
七
人
の「
カ
ッ
シ
ー
ズ
」

松葉 千香
まつ　ば ち　か

　
次
に
、
「
バ
ン
ザ
イ
」
で
す
。
こ
れ
は
安
藤
校

長
先
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
暗
唱
・
自
主
学
習

ノ
ー
ト
・
読
書
・
復
習
テ
ス
ト
」
で
学
年
全
員
が

合
格
し
た
り
、
全
校
生
で
何
か
を
成
し
遂
げ
た
り

し
た
と
き
に
「
バ
ン
ザ
イ
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の

写
真
を
お
便
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
一
つ
の
こ
と
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
な

と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
「
カ
ッ
シ
ー
タ
イ
ム
」
で
す
。
私

た
ち
の
学
校
は
全
校
生
が
六
十
七
名
と
少
な
い
の

で
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
を
多
く
し
よ
う
と

考
え
、
「
カ
ッ
シ
ー
タ
イ
ム
」
と
い
う
全
校
生
参

加
の
活
動
を
作
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
先
生
た
ち
が
決
め
て
い
た
生
活
目
標

を
、
前
月
の
様
子
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
み
ん
な

が
納
得
で
き
る
も
の
に
な
る
よ
う
全
校
児
童
会
で

話
し
合
っ
て
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
会
役

員
が
中
心
と
な
っ
て
、
全
校
遊
び
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
一
番
盛
り

上
が
っ
た
の
は
、
先
生
た

ち
も
参
加
し
て
行
っ
た
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
で
す
。
す

ご
い
歓
声
に
包
ま
れ
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
ま
し
た
。

　
琴
南
小
学
校
の
み
ん
な

が
少
し
ず
つ
良
く
な
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
六
十

七
人
で
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

琴南小学校 6年


